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災害時の救援活動 立教１７９年SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI

災
救
通
信
平成２８年

１０月１日

第９号

発 行

天理教

災害救援

ひのきしん隊

北海道教区隊

逐次発行

日
本
付
近
で
発
生
し
た
台
風
と
し
て
９
日、

間
以
上
の
長
寿
記
録
を

年
ぶ
り
に
更
新
し

46

ブ
ー
メ
ラ
ン
の
よ
う
な
前
代
未
聞
の
動
き
を

見
せ
た
『
台
風

号
』
は
、
東
北
、
北
海
道

10

の
各
地
で
猛
威
を
振
る
い
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
８
月
に
入
っ
て
北
海
道
に
台
風

が
３
回
上
陸
、
３
回
接
近
、
通
過
と
い
う
事

は
過
去
に
例
が
な
い
と
い
う
。

こ
の
台
風
に
よ
る
主
な
被
害
は
、
８
月
30

日
夜
頃
よ
り
渡
島
、
胆
振
地
方
を
中
心
に
暴、

風
雨
の
影
響
を
受
け
６
万
５
千
戸
が
停
電
し

街
路
樹
な
ど
も
多
く
倒
れ
た
。
更
に
翌

日
31

未
明
に
は
豪
雨
に
よ
り
札
内
川
、
空
知
川
、

芽
室
川
な
ど
の
複
数
の
河
川
が
氾
濫
し
、
新

得
町
、
清
水
町
、
南
富
良
野
町
、
芽
室
町
な

ど
で
堤
防
の
決
壊
や
橋
の
崩
落
、
住
宅
街
な

ど
が
浸
水
し
、
停
電
や
断
水
も
起
き
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
道
内
各
地
の
災
救
隊

支
部
隊
長
や
支
部
長
よ
り
状
況
を
伺
い
、
自

治
体
か
ら
の
出
動
要
請
の
有
無
な
ど
の
確
認

を
行
っ
た
。
そ
の
中
、
９
月
１
日
、
富
良
野

支
部
隊
（
中
村
孝
典
隊
長
）
は
南
富
良
野
町

よ
り
の
要
請
を
受
け
、
公
営
住
宅
や
公
共
施

設
内
に
た
ま
っ
た
汚
泥
の
除
去
作
業
や
物
品

搬
出
な
ど
の
救
援
活
動
を
行
っ
た
。
い
ち
早

く
さ
れ
て
、
訓
練
の
後
片
付
け
中
に
一
報
を
受
け
て
の

現
地
入
り
だ
っ
た
。

早
速
、
中
村
会
長
の
案
内
で
南
富
良
野
町
の
災
害
対

策
本
部
へ
赴
き
、
被
害
状
況
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
救
援

の
要
請
等
を
受
け
た
。
現
地
で
は
早
急
な
活
動
展
開
を

求
め
て
い
た
こ
と
や
、
支
部
隊
が
活
動
を
開
始
し
て
い

た
こ
と
で
、
急
き
ょ
先
遣
隊
を
翌
日
か
ら
結
成
し
支
部

隊
の
応
援
が
出
来
る
よ
う
教
区
災
害
対
策
委
員
会
に
伝

え
た
。

９
月
２
日
教
区
記
念
祭
当
日
、
災
害
対
策
委
員
会
が

開
か
れ
先
遣
隊
を
２
日
３
日
の
二
日
間
と
し
、
教
区
本

。

、

隊
を
４
日
～
６
日
の
日
程
で
行
う
こ
と
と
し
た

ま
た

道
内
の
各
所
で
も
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
出
動
は
富
良
野
、
旭
川
、
上
川
、
天
龍
、
空
知
、

南
空
知
支
部
の
道
中
（
ど
う
な
か
）
ブ
ロ
ッ
ク
（
災
救

通
信
７
号
掲
載
）
と
重
機
、
ダ
ン
プ
持
ち
込
み
の
有
志

班
で
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
午
後
１
時
、
宿
営
場

所
と
な
っ
た
幾
寅
分
教
会
に
隊
員
が
集
結
し
、
結
隊
式

を
行
い
南
富
良
野
町

鈴
木

誠

保
健
福
祉
課
長
（
幾

寅
分
教
会
よ
う
ぼ
く

、
大
佐
古

稔

富
良
野
支
部
前

）

災
救
隊
長
か
ら
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
隊
員
の
半
数
が
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し

汚
泥
の
除
去
や
事
務
用
品
の
搬
出
を
行
い
、
残
り
の
半

、

、

数
が

町
内
公
営
住
宅
か
ら
の
家
財
道
具
や
畳
の
搬
出

←

汚
泥
除
去
な
ど
の
作
業
を
行
っ
た
。

総合福祉センターの汚泥を搬出する隊員。

災害救援出動

く
活
動
出
来
た
背
景
に
は
南
富
良
野

池
部

彰

町
長
と
中
村
則
之

幾
寅
分
教
会
長
と
の
間
に
親

交
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
迅
速
さ
に
つ
な
が
っ

た
。
ま
た
こ
の
日
、
災
救
隊

田
中
勇
文
本
部
長

と
奥
村
教
区
隊
長
等
が
現
地
を
視
察
し
た
。
こ

れ
は
教
区
隊
が
台
風
接
近
に
よ
っ
て
平
時
訓
練

（

４
掲
載
）
を
急
き
ょ
中
止
撤
退
を
余
儀
な

P

宣

誓

我
々
は
天
理
教
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん

隊
員
で
あ
り
ま
す
。
一
列
兄
弟
の
自
覚
に

立
ち
、
真
実
を
も
っ
て
救
援
活
動
に
あ
た

り
ま
す
。
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９
月
３
日
先
遣
隊
二
日
目
。
昨
日
に
引
き
続
き
福
祉
セ

↓ン
タ
ー
の
汚
泥
除
去
作
業
を
行
っ
た
。
こ
の
日
は
同
じ
現

場
に
い
た
自
衛
隊
仮
設
水
槽
か
ら
の
給
水
を
受
け
て
、
高

圧
洗
浄
機
を
用
い
て
洗
浄
作
業
も
行
っ
た
。
ま
た
、
町
内

公
営
住
宅
の
汚
泥
除
去
お
よ
び
清
掃
作
業
に
加
え
、
町
内

に
バ
リ
ケ
ー
ド
を
組
み
立
て
て
、
進
入
禁
止
場
所
な
ど
に

設
置
を
し
た
。
終
日
作
業
を
行
っ
た
後
、
午
後
４
時
か
ら

解
隊
式
を
行
い
、
岡
田
正
弘
富
良
野
支
部
長
や
幾
寅
分
教

会
中
村
会
長
が
お
礼
を
述
べ
ら
れ
、
先
遣
隊
の
活
動
を
終

え
、
解
散
し
た
。

あ
と
が
き
と
し
て
、
活
動
初
日
の
夜
に
災
害
時
の
超
多

忙
の
中
を
宿
舎
で
あ
る
教
会
に
、
池
部
彰
町
長
が
お
越
し

下
さ
り
、
隊
員
一
人
ひ
と
り
と
握
手
を
し
、
お
礼
を
述
べ

ら
れ
、
一
同
は
胸
を
熱
く
し
た
。

教
区
本
隊

９
月
４
日
～
６
日
先
遣
隊
に
続
き
教
区
本
隊
の
活
動

が
始
ま
っ
た
。
こ
の
日
の
午
前
中
は
、
富
良
野
支
部
隊

と
先
遣
隊
か
ら
継
続
し
て
活
動
し
て
い
た
隊
員
が
作
業

に
あ
た
っ
た
。
午
後
１
時
、
先
遣
隊
と
同
じ
く
幾
寅
分

教
会
を
宿
舎
と
し
て
提
供
い
た
だ
き
参
拝
場
に
て
結
隊

式
を
行
っ
た
。
主
な
現
場
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
継
続

し
て
、
町
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
汚
泥
除
去
や
洗
浄

作
業
を
ほ
ぼ
全
員
で
行
っ
た
。
隊
員
は
上
か
ら
下
ま
で

作
業
着
が
泥
だ
ら
け
と
な
り
、
着
替
え
が
い
く
ら
あ
っ

て
も
足
り
な
い
程
で
あ
っ
た
。
５
日
に
は
西
垣
定
洋
教

区
長
が
南
富
良
野
町
に
入
り
、
町
長
へ
お
見
舞
い
を
述

べ
ら
れ
た
。
更
に
隊
員
と
共
に
作
業
を
行
っ
た
後
、
宿

舎
に
て
一
同
を
激
励
し
た
。
ま
た
、
濁
流
で
陥
没
し
た

歩
道
や
路
肩
の
補
修
工
事
を
、
統
北
分
教
会
よ
り
タ
イ

ヤ
シ
ョ
ベ
ル
や
４
ｔ
ダ
ン
プ
を
持
ち
込
ん
で
駆
け
つ
け

た
隊
員
が
作
業
に
あ
た
っ
た
。
更
に
、
他
の
隊
員

も
発
電
機
や
高
圧
洗
浄
機
、
水
中
ポ
ン
プ
や
各
種

ト
ラ
ッ
ク
等
の
様
々
な
機
材
を
持
参
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
は
有
難
い
限
り
で
あ
る
。

最
終
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
、
撤
収

は
や
や
難
航
し
た
が
予
定
通
り
に
進
み
、
正
午
か

ら
解
隊
式
を
行
っ
た
。
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
高
橋

秀
樹

副
町
長
が
全
身
を
振
る
わ
せ
男
泣
き
の
姿
を

見
せ
た
。
故
郷
が
こ
の
よ
う
な
事
に
な
っ
た
こ
と

は
「
情
け
な
い
」
と
強
い
悲
し
み
や
辛
さ
を
表
さ

れ
、
救
援
活
動
の
有
り
難
さ
を
強
調
さ
れ
た
。

今
回
の
出
動
を
通
し
改
め
て
た
す
け
の
場
へ
急

行
す
る
こ
と
の
大
切
さ
と
、
現
場
で
強
く
感
じ
る

痛
み
を
通
し
て
、
た
す
け
あ
い
の
尊
さ
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
う
。

最
後
に
、
宿
舎
を
提
供
下
さ
れ
た
幾
寅
分
教
会

長
様
と
台
所
や
食
堂
も
快
く
お
貸
し
い
た
だ
い
た

奥
様
始
め
信
者
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
、
合
わ

せ
て
賄
い
の
お
手
伝
い
や
現
場
で
作
業
を
共
に
し

た
富
良
野
支
部
婦
人
会
、
そ
し
て
他
支
部
よ
り
応

援
い
た
だ
い
た
婦
人
会
、
女
子
青
年
さ
ん
に
重
ね

て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

町営住宅から、どっぷりと重たくなった畳を搬出。

幾寅分教会前で出発挨拶。

池部 彰 南富良野町長がお礼に。
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南富良野町、空知川氾濫に伴う活動報告
平成２８年９月２日～３日 参加総数 ４９名（内、婦人会７名）先遣隊
作業人員のべ６１名
●作業報告 総合福祉センター汚泥除去 ４２０㎡ 事務用品搬出及び洗浄作業
タイヤショベル２台による汚泥運搬
公営住宅６棟の汚泥除去、畳４０枚搬出、家財道具等の搬出
●使用機材 タイヤショベル２台、トラック５台、高圧洗浄機２機、発電機２機など

平成２８年９月４日～６日 参加総数 ７１名（内、婦人会１０名）教区本隊
作業人員のべ１１４名
●作業報告 総合福祉センター汚泥除去 ７８０㎡ 地下室からの汚泥汲み上げなど
タイヤショベル２台による汚泥運搬、陥没歩道整備６ヵ所
公営住宅汚泥除去、側溝掃除汚泥除去、ゴミステーション復旧など
●使用機材 タイヤショベル２台、トラック６台、高圧洗浄機２機、発電機２機など

こ
の
活
動
に
際
し
、

日
に
は
西
垣
教
区
長
が
、

13

日
に
は
奥
村
教
区
隊
長
等
が
視
察
と
作
業
を
行

14っ
た
。

２
次
隊
参
加
者

名

生
活
班
婦
人
会
３
名

16

宿
営
場
所

北
広
分
教
会

昼
食

北
新
得
分
教
会

報
告
者

三
輪
健
夫
支
部
副
隊
長

。新得町民体育館の土砂を除去

十
勝
支
部
隊
も
出
動

（

）

、

十
勝
支
部

郷
司

諭

支
部
長

で
も
前
報
の
よ
う
に

新
得
町
、
清
水
町
、
芽
室
町
、
大
樹
町
、
幕
別
町
な
ど
で

河
川
の
氾
濫
、
橋
の
崩
落
、
住
宅
の
浸
水
や
農
畜
産
地
の

大
き
な
被
害
を
受
け
、
各
自
治
体
で
も
被
害
が
把
握
出
来

な
い
状
況
が
続
き
、
断
水
や
停
電
も
起
き
て
い
た
。
そ
う

し
た
中
、
支
部
で
は
す
ぐ
に
各
自
治
体
へ
出
向
き
、
活
動

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
と
申
し
出
た
が
、
受
け
入
れ
出
来
な

い
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
教
区
で
も
十
勝
支
部
か
ら
の、

要
請
も
考
慮
し
つ
つ
富
良
野
で
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
が

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
多
人
数
で
の
活
動
は
す
ぐ
に
は
出
来

な
か
っ
た
。

１
次
隊

こ
の
状
況
下
で
支
部
隊
（
小
林
道
弘
隊
長
）
は
待
機
状

態
が
続
い
た
が
９
月
７
日
、
こ
の
日
に
立
ち
上
が
っ
た
ば

か
り
の
新
得
町
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
登
録
を
し

活
動
を
開
始
し
た
。
こ
の
事
は
同
町
に
あ
る
北
新
得
分
教

会

福
西
博
三
会
長
が
前
日
、
地
域
町
内
会
長
の
全
体
会
議

に
出
席
し
た
際
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
明
日
よ
り
開
始

さ
れ
る
旨
を
聞
き
、
十
勝
支
部
に
伝
え
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

隊
員
は
早
速
、
町
内
の
床
上
浸
水
し
た
住
宅
の
土
砂
や

瓦
礫
の
撤
去
を
主
な
作
業
と
し
て
行
っ
た
。
９
日
ま
で
の

予
定
で
１
次
隊
を
組
ん
だ
が
９
日
は
大
雨
と
な
り
８
日
で

解
隊
と
な
っ
た
。
１
次
隊
参
加
者

７
名

２
次
隊

９
月

日
～

日
の
日
程
で
前
回
同
様
に
２
次
隊
と
し

13

15

て
活
動
を
行
っ
た
。
一
般
住
宅
の
瓦
礫
土
砂
の
除
去
や
役

場
の
備
品
倉
庫
の
清
掃
及
び
整
理
を
行
っ
た
。
更
に
町
民。

体
育
館
の
周
り
に
た
ま
っ
た
土
砂
の
除
去
作
業
も
行
っ
た

釧
根
支
部
隊
で
も

台
風
７
号
の
影
響
を
受
け
て
、
釧
路
市
に
あ
る

網
走
部
属
八
十
桜
分
教
会
（
青
木
敏
男
会
長
）
で

は
、
８
月

日
、
教
職
舎
の
屋
根
が
飛
散
し
た
。

17

す
ぐ
に
大
教
会
か
ら
応
急
処
置
に
駆
け
つ
け
凌
い

だ
が
、
次
の
台
風
で
危
険
と
判
断
さ
れ
補
修
場
所

を
や
む
な
く
解
体
。
そ
の
後
、
９
月
３
日
に
支
部

災
害
対
策
会
（
栗
栖
文
夫
支
部
長
）
に
被
害
を
報

告
し
出
動
を
決
定
し
た
。
出
動
期
間
は
９
月

日
14

か
ら

日
と
し
た
。

16
作
業
内
容
は
建
物
２
階
か
ら
の
ゴ
ミ
と
畳
の
搬

出
作
業
や
、
分
別
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、
災
害←

廃
棄
物
の
処
理
申
請
も
進
め
、
翌
日
か
ら
の
作
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業
に
備
え
た
。
９
月

日

搬
出
し
た
ゴ
ミ
を
軽
ト
ラ

↓

15

ッ
ク
２
台
に
載
せ
処
理
場
へ
運
搬
し
て
廃
棄
し
た
。
廃
棄

量
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
８
台
分
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ト
タ
ン

な
ど
の
鉄
類
を
ス
ク
ラ
ッ
プ
工
場
に
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
４
台

分
を
運
搬
し
た
。
隊
員
の
べ

名
が
活
動
に
参
加
し
た
。

10

報
告
者

釧
根
支
部
隊

安
田
広
伸
隊
長

搬出したゴミを仕分ける。

田中勇文本部長。

平
時
訓
練
報
告

教
区
災
救
隊
で
は
８
月

日
～

日
の
日
程
で
倶
知
安

29

31

支
部
管
内
の
岩
内
町
で
訓
練
を
実
施
予
定
で
あ
っ
た
が
、

台
風

号
の
接
近
に
伴
っ
て

日
早
朝
、
異
例
の
解
隊
を

10

30

断
行
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
、
先
に
お
伝
え
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

８
月

日

お
ぢ
ば
か
ら
戻
っ
た
今
井
副
隊
長
始
め
生

27

活
班
は
、
早
朝
よ
り
食
材
を
調
達
し
な
が
ら
教
務
支
庁
へ

へ
集
合
す
る
。

日
早
朝
、
物
品
積
み
込
み
や
資
材
確
保
の
た
め
主
な

28

ス
タ
ッ
フ
が
教
務
支
庁
へ
集
合
し
た
。
昼
前
に
は
岩

内
町
へ
向
け
て
出
発
し
、
午
後
２
時
に
宿
営
地
で
あ

る
町
営
キ
ャ
ン
プ
場
「
マ
リ
ン
ビ
ュ
ー
」
に
到
着
し

た
。
驚
い
た
こ
と
に
は
既
に
地
元
岩
内
の
原
田
倶
知

安
前
支
部
長
が
、
多
く
の
物
品
資
材
を
持
参
さ
れ
、

我
々
を
待
ち
受
け
て
お
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
物
品
を

満
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
資
材
を
次
々
降
ろ
し
、
各

所
の
準
備
が
始
め
ら
れ
た
。
い
つ
の
間
に
か
日
も
暮

れ
始
め
前
夜
は
静
か
に
時
が
流
れ
た
。

日

久
保
田
倶
知
安
支
部
長
も
お
手
伝
い
い
た

29
だ
い
て
、
結
隊
式
に
向
け
準
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め

ら
た
。
今
回
の
訓
練
は
本
部
よ
り
田
中
勇
文
本
部
長

が
来
道
さ
れ
、
昼
前
に
会
場
入
り
さ
れ
た
。
午
後
１

時
、
野
崎
副
隊
長
補
に
よ
る
規
律
訓
練
が
あ
り
菅
野

副
隊
長
補
の
凛
々
し
い
司
会
で
結
隊
式
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
２
班
に
分
か
れ
早
速
作
業
が
開
始
さ
れ

た
。
ひ
と
班
は
今
回
の
作
業
現
場
で
あ
る
、
ニ
セ
コ

い
わ
な
い
国
際
ス
キ
ー
場
へ
移
動
し
、
コ
ー
ス
整
備

と
し
て
刈
払
い
機
に
よ
る
草
刈
り
と
、
手
ノ
コ
や
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
っ
て
の
雑
木
除
去
作
業
を
行
っ

た
。
も
う
ひ
と
班
は
今
夜
の
寝
床
を
設
営
し
た
。

初
日
の
作
業
を
終
え
、
夕
礼
後
、
刈
払
い
機
使
用

の
研
修
会
を
行
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
二
日
後

に
は
台
風
接
近
の
情
報
が
入
り
、
急
き
ょ
明
日
の
昼

の
解
隊
を
決
定
し
た
。
そ
の
後
和
や
か
に
一
時
を
過

ご
し
た
が
、
夜
半
過
ぎ
か
ら
風
が
突
如
強
ま
っ
て
き

た
。
ま
だ
東
京
湾
あ
た
り
に
台
風
が
あ
る
は
ず
な
の

に
、
隊
員
テ
ン
ト
が
次
々
と
崩
壊
し
始
め
た
。
そ
の

う
ち
大
テ
ン
ト
が
、
３
棟
グ
ニ
ャ
グ
ニ
ャ
に
壊
れ
、

そ
の
中
の
１
棟
は

ｍ
以
上
宙
を
舞
っ
た
。
あ
り
得

10

、

。

な
い
光
景
に
驚
愕
し
全
隊

夜
中
に
撤
収
を
行
っ
た

隊
員
は
や
む
な
く
車
輌
で
仮
眠
を
取
っ
た
。

非
常
に
む
な
し
い
気
持
ち
と
な
っ
た
が
、
夜
中
に

震
度
７
の
本
震
を
受
け
た
熊
本
の
方
の
こ
と
が
浮
か

び
、
被
災
さ
れ
た
方
の
痛
み
を
万
分
の
一
で
も
感
じ

ら
れ
、
救
援
活
動
の
基
本
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た

。

、

か
と
思
う

一
同
は
夜
明
け
と
同
時
に
解
散
と
な
り

各
支
部
へ
と
帰
隊
し
た
。
末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、

倶
知
安
支
部
婦
人
会
の
主
任
先
生
始
め
、
婦
人
会
の

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
お
心
を
頂
戴
し
た

こ
と
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
各
所
よ
り
の
差

し
入
れ
や
お
心
遣
い
に
も
篤
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
何
よ
り
も
こ
う
し
た
し
た
経
験
を
共
に
し
た
隊

員
に
心
よ
り
労
い
申
し
上
げ
ま
す
。

参
加
隊
員

名

世
話
班

名

婦
人
会
８
名

56

15

合
計

名
79

作
業

ス
キ
ー
場
取
り
付
け
道
路

ｍ

草
刈
り

200

コ
ー
ス
内
６
千

㎡

草
刈
り

400

資
材

刈
払
い
機

台

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
２
台

35

軽
ト
ラ
ッ
ク
３
台

２
ｔ
パ
ネ
ル
ト
ラ
ッ
ク


